
 

 

 

日本カトリック神学会 第 34 回学術大会 

 

 

総合テーマ：「典礼と交わり」 

 

 

日程： 2022 年 8 月 29 日（月）～30 日（火） 

会場： 上智大学四谷キャンパス 

〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町7-1  TEL03-3238-3743 

 

  

 

 

 

 

 

会 場： 6 号館 5 階 502 教室 

総 会： 6 号館 5 階 502 教室 

控 室： 6 号館 5 階 503 教室   

 

 

 



 

■第1 日 －8月29日（月） 

9：00‐ 受付開始   

 

9：30‐10:45  開会の挨拶： 竹田 文彦 

         基調講演（質疑応答含む） 

「日本語ミサの式文改訂について」 

講 師： 白浜 満 (広島教区司教) 

司 会： 牧山 強美       

 

10:50‐11:30 研究発表 ①「典礼文（叙唱）の構造分析 

――1つの観点としての下降、上昇の構造」 

尾越 雅子（中世思想研究所、日本カトリック教育学会）  

 

（11:30‐12:20 昼食休憩［503教室］ ※弁当は事前予約、代金は事前振込） 

 

12:20‐13:00 研究発表 ②「communio sanctorum の現代的意義 

――典礼における交わりの場を見直す」 

阿部 仲麻呂（福岡・東京カトリック神学院 教授）  

 

13:05‐13:45 研究発表 ③「秘跡の頂点としてのエウカリスティア 

――トマス秘跡論の現代的意義」 

桑原 直己（筑波大学 名誉教授）  

 

13:50‐14:30 研究発表 ④「諸情念の中の愛 

――トマス・アクィナスにおけるcomplacentia boni としての愛」 

松村 良祐（藤女子大学 准教授）  

 

14:35‐15:15 研究発表⑤「トマス・アクィナスにおける原罪論と自然法論」 

野邊 晴陽（東京大学大学院）  

（15:15‐15:30 休憩 ） 

 

15:30‐16:10 研究発表 ⑥「後期スコラにおける政治思想の展開 

――マルシリウスとオッカムを中心に」 

佐々木 亘（鹿児島純心女子短期大学 教授、図書館長、生活学専攻主任）  

 

16:15‐16:55 研究発表 ⑦「シノドス性 

――教会改革の視点から」 

小西 広志（フランシスコ会、東京教区シノドス担当者）  



 

 

17:00‐17:40 研究発表 ⑧「シノドスにおけるCommunion 

――《分かち合い》に関する実践神学的考察」 

原 敬子（上智大学神学部 准教授）  

（17:40‐17:50 休憩） 

 

17:50‐18:50 総会  ※写真撮影 

 

 

■第2 日 －8月30日（火） 

8:30‐ 受付開始  

 

9:00‐9:40 研究発表 ⑨「イヴ・コンガールの「一致（l'unité）」理解 

――初期の著作における展望」 

武内 裕輝（上智大学大学院神学研究科 博士後期課程）  

      

9:45‐10:25 研究発表⑩「教皇不可謬説の教義化と宗教ジャーナリズム 

――ジョン・ヘンリ・ニューマンの対応」 

木内 翔（南山大学大学院人間文化研究科 博士後期課程／東海中学･高等学校教諭）  

 

10:30-11:10 研究発表⑪「ジジウラスの人間理解「Eucharistic hypostasis」をめぐる 

東西キリスト教の対話可能性」 

島村 絵里子（上智大学短期大学部 非常勤講師）  

 

11:15-11:55 研究発表⑫「ナショナリズムを超え国を変革する教会 

――ロシアによるウクライナ軍事侵攻の中で」 

藤原 淳賀（青山学院大学 教授、宗教主任）  

 

12:00-12:40 研究発表⑬「段階的入信制度における「教えを受ける前の期間」 

praecatechumenatusについて」 

越智 直樹（上智大学大学院神学研究科 博士後期課程）  

 

12:45    閉会の挨拶： 竹田 文彦 

 

 

 

  



 

上智大学 四谷キャンパス アクセスガイド 

 

会 場：６号館５階 ５０２教室 

控 室：６号館５階 ５０３教室 

※会場5階へは、北門を通り６号館1階に入って右手奥にあるエレベーターをご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

6号館 502教室 

JR中央線・総武線/東京メトロ丸の内線・南北線  

「四ツ谷」駅下車 徒歩1分 

 


